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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,銅単結晶における疲労き裂伝播挙動の引張軸方位依存性および方位制御された鋼双結晶にお
ける結晶粒界が疲労き裂の伝播におよぼす影響を明らかにした実験的研究の結果をまとめたものであり,
得られた主な成果は以下のとおりである｡
1.早-すべり軸方位および多重すべり軸方位を有する単結晶においては,き裂はよく発達した固執すべ
り帯に沿って優先的に伝播すること,き裂伝播は初期の加速領域を経て一定速度の領域へと移行するこ
と,その伝播速度と一方向変形における加工硬化率の大きさとの間には良い相関があることを明らかに
し,これらの現象を転位モデルによって説明した｡
2.双結晶について,結晶粒界の構造および引張軸に対する粒界面方位がき裂伝播におよぼす影響を,き
裂が粒界に沿って伝播する場合と直交して伝播する場合について調べた｡その結果,いずれの場合にお
いてもき裂伝播抵抗は粒界エネルギーの大小によって決まることを明らかにした｡
3.真空中の実験によって,結晶粒界は真空中では必ずしもき裂の発生と伝播の優先箇所とはならないこ
とを兄いだした｡
4.疲労変形を受けた非平衡な状態にある粒界構造およびき裂前方のすべりと粒界との幾何学関係がき裂
伝播の機構を決定する重要な因子であることを明らかにした｡
以上要するに,本論文は鋼の結晶と結晶粒界における疲労き裂伝播の機構を転位論の観点から研究した
もので,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として
価値あるものと認める｡また,平成9年1月8日,論文内容とそれに関連する事項について試問を行い,
合格と認めた｡
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